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インターネットは人々の生活に密着した存

在である。今や世界中の人々がインターネット

を利用し、企業もインターネットを用いたマー

ケティング活動を次々と導入している。インタ

ーネットによって、企業はあらゆる手段で顧客

にリーチし、顧客の中に自社ブランドを形成し、

さらには顧客からのフィードバックを得ること

で自社プロダクトをよりよく改善していくとい

うより高度なマーケティング活動を行うように

なったのである。 

 そんなインターネットにおいて近年注目され

始めているのが携帯電話を介したインターネッ

ト、すなわちモバイルインターネットである。

「24 時間 30cm 以内」と形容されるほど人々の

生活に密着した移動通信端末は、かつてのコン

ピューターを凌ぐ驚異的なスピードで全世界に

普及しつつあり、Apple、Google、Microsoftと

いった世界的な IT 巨大企業も携帯電話端末や

ソフトウェアを発表している。世界中が今、モ

バイルインターネットに注目しているのである。 

 本研究ではスポーツにおける従来のパソコン

を用いたインターネットマーケティングの長所

と短所を検証した上で、携帯電話の特性を示し、

モバイルインターネットの有用性を明らかにし

た。 

 第一章では従来のパソコンを用いたインター

ネットマーケティングについて言及した。イン

ターネットがスポーツマーケティングにもたら

したものは「コンテンツ」「Eコマース」「CRM」

の3点である。すなわち、インターネットを用

いることでスポーツリーグやチームは世界中に

情報を発信し、商品の販路を拡大し、顧客デー

タの収集によるサービスの向上を実現させた。

その一方でパソコンを用いたインターネットは

「時間の限定」「状況の限定」「保有者の限定」

といった課題を抱えており、これらはインター

ネットがその強みとされる特性を最大限生かせ

ない要因となっている。 

 第二章では IT 界の今後を担っていくであろ

うモバイルインターネットについて説明をした。

携帯電話は「24時間30cm以内」「生活動線に密

着」「一人一台の普及率」といった従来のパソコ

ンによるインターネットの課題を解決しうる特

徴を持っている。その一方で現状のモバイルイ

ンターネットはパソコンによるインターネット

に比べて、クオリティが低水準であることも否

めない。「通信速度」「ユーザーインターフェー

ス」「コンテンツ」という課題は今後モバイルイ

ンターネットが発展していくためには越えなけ

ればいけない障壁なのである。 

 結論としては、テクノロジーの進歩に伴って、

今後モバイルインターネットは従来のパソコン

インターネットの価値をさらに拡大していくだ

ろうという考察を得た。また、技術的な発展だ

けでなく携帯電話とパソコンの利用シーンの決

定的な違いも明らかであり、前者が後者を駆逐

するのではなく、それぞれが生活の中で使い分

けられるということを正しく認識することも産

業の発展のためには必要不可欠であるというこ

とも判明した。 

 


